










要約:静岡県下 5 つの基幹病院の救急外来を基点として、小児の事故サーベイランスを実

施した。事故の発生を年齢別にみると、1 歳代が最も多く、次いで 2 歳、3 歳、4 歳の順

であった。障害別では打撲 29.5%、切傷 22.3%、やけど 7.7%、骨折 4.8%、中毒 3.7%、捻

挫 2.5%、溺水 0.3%であった。事故防止の指導をした平成 5 年 9 月より平成 6 年 8 月とそ

の前年との比較検討では、沼津市立総合病院では減少を認め、焼津市立総合病院では 3歳

以下において若干の減少がみられた。


